
10

9

1

1

会計 一　般　会　計 所管課 自治防災課

款 消　防　費
事業名 境港消防署維持管理費

項 消　防　費

目 常備消防費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 10 10   0

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 10 10   0

事業
概要

消防体制の充実を図るため常備消防施設（境港消防署庁舎）の維持管理等に要
する費用を負担する。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

境港消防署庁舎の適正な維持管理。

その他 建物保険料を負担。

現状と
背景
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会計 一　般　会　計 所管課 自治防災課

款 消　防　費
事業名 鳥取県西部広域行政管理組合負担金(消防費)

項 消　防　費

目 常備消防費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 470,378 457,780   ▲ 12,598

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 470,378 457,780   ▲ 12,598

事業
概要

９市町村で構成する鳥取県西部広域行政管理組合の消防事務に係る経費を負
担する。
○消防費負担金：消防職員人件費、消防・救急車両等整備費、庁舎建設起債償
還金等 今年度

見直し
事 項

事業
目的

市民の安全・安心な生活を確保するほか、広域で実施することで事務の効率化を
図る。

その他
各市町村は、人口割、基準財政需要額
割等で負担金を拠出している。

現状と
背景

消防署・出張所数：４消防署、６出張所
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会計 一　般　会　計 所管課 自治防災課

款 消　防　費
事業名 消防団訓練施設照明電気料金等負担金

項 消　防　費

目 常備消防費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 6 6   0

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 6 6   0

事業
概要

消防団が操法大会等の訓練時に使用する照明設備（境港消防署）の電気料金負
担金。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

消防署屋外訓練場内での消防団訓練時に必要な電力料金相当額を負担する。

その他

現状と
背景

主に、６月の市繰法大会や７月の県繰法大会の訓練を夜間に行うため、照明設備
を使用している。
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会計 一　般　会　計 所管課 自治防災課

款 消　防　費
事業名 境港消防署訓練場照明改修事業

項 消　防　費

目 常備消防費 補助単独の別 市単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 8,640   8,640

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 8,640   8,640

事業
概要

境港消防署訓練場に設置している８基の照明灯が老朽化しており、ＬＥＤ照明へ
改修する。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

毎年、４月～６月末まで行われている、境港市消防団によるポンプ車操法訓練が
夜間行われており、照明灯を改修することで、団員のポンプ車操法の技術向上を
図る。

その他

ポンプ車操法訓練は、夜間に実施され
るため、照明設備は不可欠である。ま
た、支柱は腐食により老朽化が進んで
おり、一部には穴が開いている支柱もあ
る。

現状と
背景

境港消防署訓練場は、平成７年度に建築された境港消防署の設備の一部とし
て、ポンプ車操法訓練の他、境港市ポンプ車操法大会、境港市消防団訓練、さか
いみなと消防フェアなどの会場として使用している。


